
令和４年度自転車文化センター企画催事

「２０２３ハンドメイドバイシクル展」 報告書

一般財団法人 日本自転車普及協会



実施概要

■タイトル 令和４年度自転車文化センター企画催事 「２０２３ハンドメイドバイシクル展」

■実施目的

■実施期間 令和５年１月２１日（土）～２２日（日） ２１日１０：００～１６：５０/２２日９：３０～１６：３０

■会場 科学技術館１階１・２・３・４・５号催物場（東京都千代田区北の丸公園２－１）

■主催 一般財団法人日本自転車普及協会/自転車文化センター

■後援 自転車活用推進議員連盟/自転車活用推進本部

■内容 １．ハンドメイドビルダーによる独自の技術が施された自転車及びパーツ展示（出展社：全38社）

２．トークショー

１月２１日(土) １３：３０～１４：３０ 「スチール以外の素材によるハンドメイドバイシクル」

ウラジミールス バラホブスキス氏（エクイリブリウムサイクルワークス） ファシリテーター：吉本司氏

１月２１日(土) １５：３０～１６：３０ 「新時代のハンドメイドバイシクル」

服部晋也氏（Shin・服部製作所） ファシリテーター：吉本司氏

１月２２日(日) １１：００～１２：００ 「自転車のこと」
千葉洋三氏（アマンダスポーツ＆ミニラボ アマンダ） ファシリテーター：小島裕樹氏

１月２２日(日) １４：００～１５：００ 「ハンドメイドバイシクル工房の事業承継」

齋場孝由氏・出口旭氏（ドバッツ・ライノ・ハウス） ファシリテーター：吉本司氏
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■来場者（天候）１月２１日(土) 晴れ １０４１名 / １月２２日(日) 晴れ １０９５名 ２日間 合計２１３６名

■アンケート回収数 １月２１日(土) ３４５名 / １月２２日（日）４０３名 ２日間合計７４８名
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自転車の情報発信施設である自転車文化センターが、過去30年以上に亘って開催してきた「ハンドメイドバイシクル展」は、自転車

競技の最高峰で活躍する競輪選手やロードレース選手、そしてサイクリング愛好家から好評を得ており、中でも国内メーカーの自転

車は海外の展示会においても高い評価を得ている。日本および海外のハンドメイドビルダー、パーツメーカーの高い技術と自転車に

対する深い造詣、そうした匠の技を自転車愛好家のみならず広く一般の人々にも分かりやすく周知するため、本企画催事を開催。
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白
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会場全体図

（出展社：全38社）



出展社ブース①
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EQUILIBRIUM

CHERUBIM

WELD ONE

Abukuma アマンダスポーツ

Emmeakka GRANDBOIS

Atelier KINOPIO

ENMA Bicycle Works
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出展社ブース②

Sanomagic マホガニーバイク SHIZTECH

COLUMBUS サイクルストアーオカダ

シルク サイクル

Shin

GOKISO

SOYOTYRE TATSUMI SHOKAI
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出展社ブース③

Dobbat’s

Bakansucycles PATTO BIKE Panasonic

TOEI
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東京サイクルデザイン専門学校 東京サンエス

NITTO BIKE&HIKE
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フジチカ

出展社ブース④

5LINKSBIXXIS
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BYOB Factory Tokyo

HELAVNA HONJO

MAKINO MONTSON ラクラックーン
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出展社ブース⑤

＜会期中取材メディア＞

１月２１日(土)
・Cycle Sports
・CYCLE NET

１月２２日(日)
・Cycle Sports
・Bicycle 日本
・Cycle 業界リポート NEO
・LEVEL（マツダ自転車工場）YouTubeチャンネル

RAVANELLO
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LEVEL



会場入口看板
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入口案内看板

会場設営
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出展社紹介看板

場内各案内看板

会場設営

AD
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出展者ブース
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会場設営
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入口看板
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会場写真

3号館入口看板

4号館入口看板 ５号館入口看板
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会場写真
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入口専用看板

出口専用看板出口看板

トークショー会場看板



駐輪場
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受付

入口会場案内図 アンケート記入コーナー

会場写真
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駐輪場案内看板 駐輪場案内看板

会場写真
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主催者展示コーナー看板 検温看板



5号館内トークショー放映モニター
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コーヒーバイク

補助事業看板

会場写真

16

コンシェルジュ



試乗コーナー
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主催者展示コーナー

主催者展示コーナー

会場写真
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BCCコーナー
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会場風景会場風景

会場風景会場風景

会場写真
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トークショー 1月21日(土)
（各回定員30名＋有料配信）

- 19 -

１月２１日（土）１３：３０～１４：３０ 「スチール以外の素材によるハンドメイドバイシクル」
エクイリブリウムサイクルワークス／ウラジーミルス バラホブスキス氏 ファシリテーター：吉本司氏（参加者：30名+配信11名）

１月2１日（土）１５：３０～１６：３０ 「新時代のハンドメイドバイシクル」
Shin・服部製作所／服部晋也氏 ファシリテーター：吉本司氏（参加者：28名+配信11名）
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トークショー 1月22日(日)
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１月２２日（日）１１：００～１２：００ 「自転車のこと」
アマンダスポーツ＆ミニラボアマンダ／千葉洋三氏 ファシリテーター：小島裕樹氏（参加者：28名+配信11名）

１月2２日（日）１４：００～１５：００ 「ハンドメイドバイシクル工房の事業承継」
ドバッツ・ライノ・ハウス／齋場孝由氏、出口旭氏 ファシリテーター：吉本司氏（参加者：27名+配信11名）
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（各回定員30名＋有料配信）



会場配布物（パンフレット）
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裏面 出展社一覧とトークショースケジュール表面 会場案内図

A4両面カラー3,000枚制作
21



※当イベントは新型コロナウイルス感染症対策（マスク着用・手指消毒・検温・入場制限等）を実施の上、開催いたします。 

※新型コロナウイルス感染症の影響により企画内容が変更となる場合がございます。 

出展ブランド全 38 社 (予定)  

atelier KINOPIO、Abukuma、アマンダスポーツ、WELD ONE、EQUILIBRIUM、ENMA Bicycle Works、EmmeakkA、

GRANDBOIS、CHERUBIM、GOKISO、COLUMBUS、サイクルストアーオカダ、Sanomagic マホガニーバイク、

SHIZTECH、シルク サイクル、Shin、SOYOTYRE、TATSUMI SHOKAI、TOEI、東京サイクルデザイン専門学校、 

東京サンエス、Dobbat’s、NITTO、BIKE&HIKE、Bakansucycles、PATTO BIKE、Panasonic、BIXXIS、 

BYOB Factory Tokyo、5LINKS、フジチカ、HELAVNA、HONJO、MAKINO、MONTSON、ラクラックーン、RAVANELLO、

LEVEL（五十音順） 

 

≪前回のハンドメイドバイシクル展の会場風景≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[本件に関する報道関係の問い合わせ先]  

万国社 江崎 TEL．090-8860-0507 E-ｍail:esaki911@gmail.com 

■取材申し込みはこちらから 

https://forms.gle/SGjkY4tt4GyxREsRA 

[紙面掲載時の読者の問い合わせ先]  

一般財団法人日本自転車普及協会 自転車文化センター／東京都品川区上大崎 3-3-1 自転車総合ビル 1F 

TEL．03-4334-7953  E-Mail:bccask@jifu.jp 

10:00～16:00 (休館日：月曜日 但し祝日の場合翌平日、年末年始) 

自転車文化センターホームページ：https://cycle-info.bpaj.or.jp/ 

 

 

  

 
 

第1回プレスリリース（令和4年12月21日）
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報道関係者各位                                                       令和 4 年 12 月 21 日 

プレスリリース                                                        一般財団法人日本自転車普及協会 

自転車文化センター 

 

 

国内最大級のオーダーメイド自転車展示会 

「2023ハンドメイドバイシクル展」 

科学技術館にて 1月 21日（土）・22日（日）開催！ 

 

一般財団法人日本自転車普及協会 自転車文化センター（東京都品川区）では、自転車文化の普及啓発という観点から

自転車に関する様々な書籍や、歴史的な自転車、資料など自転車専門の情報提供機関として活動しています。また、自転車

の魅力を感じていただける各種イベントを数多く開催しています。その中で 30 年以上の開催実績がある、オーダーメイド自転車の

魅力を紹介するイベント「ハンドメイドバイシクル展」が、2023 年は 1 月 21 日（土）・22 日（日）に東京都千代田区北の

丸公園の科学技術館にて開催いたします。 

 

ハンドメイドバイシクルは、自転車競技者の体格や脚力、使用目的などに合わせ、ビルダー（製作者）によって作り上げられたオ

ーダーメイド自転車です。各ビルダーの個性ともいえる、設計力、発想力、そして類稀な技術により、スポーツ用自転車のみなら

ず、高齢者・障がい者向けの自転車、より趣味性の高い自転車など様々な車両が作られております。現在では、その技術を

学べる専門学校も開設され、若手ビルダーも数多く登場し始めています。「2023 ハンドメイドバイシクル展」では、高い技術と

自転車に対する深い造詣を持つ国内のビルダー達によって造られた自転車と斬新で独創的なパーツを多数集め展示いたしま

す（38 社予定）。自転車愛好家や自転車に興味を持っている方達にとって、価値ある自転車の情報コミュニケーションの場

となります。また、ビルダーやスペシャルゲストを招いてのトークショーを同時開催いたします。見て・聴いて・話すことによって、ハン

ドメイドバイシクルの魅力をより多く知ることができるイベントです。中でも本イベントの醍醐味であるトークショーは必見です。今

年は人気ビルダー土屋郁夫氏（サイクルグランボア）、ウラジミールバラホブスキー氏（エクイリブリウムサイクルワークス）に加え

て、梶原利夫氏と松本敦氏による「東京自転車歴史研究フォーラム 

inHMB」を行います。自転車製作に対する各社の考えに触れ、実車を見て、話して、体感することでハンドメイドバイシクルの 

魅力をより多く知ることのできるイベントです。 

 

 

■「2023 ハンドメイドバイシクル展」 

日時：2023 年 1 月 21 日(土) 10:00～16:50 / 22 日(日) 9:30～16:30 

会場：科学技術館 1 階 1～5 号催事場 

（東京都千代田区北の丸公園 2-1 東京メトロ 竹橋駅・九段下駅下車徒歩 7 分） 

主催：一般財団法人日本自転車普及協会 自転車文化センター／東京都品川区上大崎 3-3-1 自転車総合ビル 1F 

後援：自転車活用推進議員連盟 自転車活用推進本部 

内容： １．ハンドメイドビルダーによる独自の技術が施された自転車及びパーツ展示 

２．ハンドメイドビルダー及びスペシャルゲストトークショー 他 

 

入場料： 無料 
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第1回プレスリリース
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第1回プレスリリース
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第1回プレスリリース
掲載媒体一覧
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第1回プレスリリース
掲載媒体一覧
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第1回プレスリリース掲載媒体一覧



Finenews TODAY

１回目プレスリリース掲載メディア（一部抜粋）

第1回プレスリリース
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イベニュー

１回目プレスリリース掲載メディア（一部抜粋）

第1回プレスリリース
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Daily News Online

１回目プレスリリース掲載メディア（一部抜粋）

第1回プレスリリース
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１回目プレスリリース掲載メディア（一部抜粋）

第1回プレスリリース
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NEWSRELEA．SE



第２回プレスリリース（2023年1月17日）
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報道関係者各位                                                        令和 5 年 1 月 17 日 

プレスリリース                                                        一般財団法人日本自転車普及協会 

自転車文化センター 

 

 

国内最大級のオーダーメイド自転車展示会 

「2023ハンドメイドバイシクル展」1月 21日（土）・22日（日）開催！ 

トークショー詳細決定！ 

 

 

一般財団法人日本自転車普及協会 自転車文化センター（東京都品川区）では、自転車文化の普及啓発という観点から

自転車に関する様々な書籍や、歴史的な自転車、資料など自転車専門の情報提供機関として活動しています。また、自転車

の魅力を感じていただける各種イベントを数多く開催しています。その中で 30 年以上の開催実績がある、オーダーメイド自転車の

魅力を紹介するイベント「ハンドメイドバイシクル展」が、2023 年は 1 月 21 日（土）・22 日（日）に東京都千代田区北の

丸公園の科学技術館にて開催いたします。 

 

ハンドメイドバイシクルは、自転車競技者の体格や脚力、使用目的などに合わせ、ビルダー（製作者）によって作り上げられたオ

ーダーメイド自転車です。各ビルダーの個性ともいえる、設計力、発想力、そして類稀な技術により、スポーツ用自転車のみならず、

高齢者・障がい者向けの自転車、より趣味性の高い自転車など様々な車両が作られております。現在では、その技術を学べる

専門学校も開設され、若手ビルダーも数多く登場し始めています。「2023 ハンドメイドバイシクル展」では、高い技術と自転車に

対する深い造詣を持つ国内のビルダー達によって造られた自転車と斬新で独創的なパーツを多数集め展示いたします（全 38

社）。自転車愛好家や自転車に興味を持っている方達にとって、価値ある自転車の情報コミュニケーションの場となります。中で

も本イベントの醍醐味であるトークショーは必見です。今年はハンドメイドバイシクルのポータルサイト「ジャパンハンドメイドバイシクル

ズ」とのコラボ企画とし、21 日(土)にウラジミールス バラホブスキス氏（エクイリブリウムサイクルワークス）と服部晋也氏（Shin・

服部製作所）、22 日(日)に千葉洋三氏（アマンダスポーツ＆ミニラボ アマンダ）と齋場孝由氏・出口旭氏（ドバッツ・ライノ・

ハウス）をお招きします。自転車製作に対する人気ビルダーの考えに触れ、実車を見て、話して、体感することでハンドメイドバイ

シクルの魅力をより多く知ることのできるイベントです。 

 

 

■「2023 ハンドメイドバイシクル展」 

日時：2023 年 1 月 21 日(土) 10:00～16:50 / 22 日(日) 9:30～16:30 

会場：科学技術館 1 階 1～5 号催事場 

（東京都千代田区北の丸公園 2-1 東京メトロ 竹橋駅・九段下駅下車徒歩 7 分） 

主催：一般財団法人日本自転車普及協会 自転車文化センター／東京都品川区上大崎 3-3-1 自転車総合ビル 1F 

後援：自転車活用推進議員連盟 自転車活用推進本部 

入場料： 無料 

内容：１．ハンドメイドビルダーによる独自の技術が施された自転車及びパーツ展示 

２．トークショー 

【トークショー詳細】 

個性豊かなビルダーに、自転車に対する想いを思う存分語っていただきます。今回のトークショーではハンドメイドバイシクルのポ

ータルサイトであるジャパンハンドメイドバイシクルズとのコラボ企画とし、トークショーのファシリテーターには、吉本司氏、小島裕樹氏

をお迎えし、より深いお話を引き出していただきます。 

各トークショーについては、会場にて無料（整理券配布有）にて観覧いただける他、当日会場に来られない方向けに有料に

てライブ配信、そしてもう一度見たいという方向けに見逃し配信を実施いたします。 

以下 URL より、チケットの購入をお願い致します。 

○会場にてご覧いただく場合：無料（各トークショー開始１時間前にトークショー会場にて整理券を配布します。） 

○ライブ配信（有料）: https://passmarket.yahoo.co.jp/event/show/detail/02h03dk1p5u21.html 

○見逃し配信（有料）配信期間（1/23～1/30）: 

https://passmarket.yahoo.co.jp/event/show/detail/02wd276y38u21.html 

 

■1 月 21 日（土） 13:30～14:30  

■テーマ：「スチール以外の素材によるハンドメイドバイシクル」 

■ゲスト：ウラジミールス バラホブスキス 氏（エクイリブリウムサイクルワークス） 

ファシリテーター：吉本司 氏 

 

 

 

 

■1 月 21 日（土） 15:30～16:30  

■テーマ：「新時代のハンドメイドバイシクル」 

■ゲスト：服部晋也 氏（Shin・服部製作所） 

ファシリテーター：吉本司 氏 

 

 

ウラジミールス バラホブスキス 氏 

北欧ラトビア出身 1978 年生まれ  

英国ロンドンでピストバイクに出会い、NJS フレームに興味を持ったことが自転

車作りのきっかけ。来日後、近隣にあった大瀧製作所の大瀧氏にフレーム制

作を教えてもらい、アドバイスを受けながら自宅のガレージで工房を開いた。

現在は大田区矢口に工房を移転し、チタンバイクを中心に製作を行ってい

る。日本だけでなく、海外からのオーダーも多く受けている。美しさと機能性を

追求し、進化し続けられる工房であることをモットーにしている。 

 

服部 晋也 氏 

1985 年生まれ 

名古屋郊外の愛知県丹羽郡大口町に工房を構える。 

同じ名古屋圏の Dobatt’s の齋場氏の影響を受け、米国へ

ビルダー修行に出る。UBI で制作技術を学び、NAHBS にも

足を運んだ。元競輪選手で、現在米国でビルダーをしている

案浦氏と同氏自宅で一緒に研鑽し帰国。遊び道具としての

自転車を追求する。 

Dobatt’s の出口氏とは同じ大学のサイクリング部で先輩後

輩の関係 
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■1 月 22 日（日） 11:00～12:00  

■テーマ：「自転車のこと」 

■ゲスト：千葉洋三氏（アマンダスポーツ＆ミニラボ アマンダ） 

ファシリテーター：小島裕樹 氏 

 

 

 

■1 月 22 日（日） 14:00～15:00  

■テーマ：「ハンドメイドバイシクル工房の事業承継」 

■ゲスト：齋場孝由 氏・出口旭 氏（ドバッツ・ライノ・ハウス） 

ファシリテーター：吉本司 氏 

 

 

 

【ファシリテーターご紹介】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉 洋三 氏  

1940 年生まれ 

石渡製作所でスチールチューブの開発に携わりつつ、60

年代中頃からフレームを製造。カーボン素材にいち早く

注目し、東レや三菱レーヨンなど素材メーカーとのチュー

ブの開発にも参加するなど、ビルダーでありながら技術

者・研究者としての手腕にも優れる。国内外の名選手

への機材の供給を行いながらも、遊び道具としての自転

車を常に見続けている。 

齋場孝由 氏 1958 年生まれ 

出口旭 氏 1984 年生まれ 

名古屋市郊外の尾張旭市にショップ兼工房を構える。 

Dobbat’s Rhino House（ドバッツ・ライノ・ハウス）の代

表とスタッフであり、二人ともがフレームビルダー。 

2023 年で 65歳となる齋場が「長年の良きパートナー」と呼

ぶ出口旭（でぐちあきら）は、齋場の後継者として指名さ

れている。 

吉本司 氏 

ジャーナリスト／元サイクルスポーツ編集長 

 

小島裕樹 氏 

サイクリングラボ主宰／ジャパンハンドメイドバイシクルズ コーディネーター 

 

※各トークショーにおいては開始 1 時間前にトークショー会場前にて整理券を配布致します。 

※当イベントは新型コロナウイルス感染症対策（マスク着用・手指消毒・検温等）を実施の上、開催いたします。 

※会場には入場制限を設けております。定員に達した場合は入場規制をかけさせていただく場合があります。 

※新型コロナウイルス感染症の影響により企画内容が変更となる場合がございます。 

 

出展ブランド全 38 社 

atelier KINOPIO、Abukuma、アマンダスポーツ、WELD ONE、EQUILIBRIUM、ENMA Bicycle Works、EmmeakkA、

GRANDBOIS、CHERUBIM、GOKISO、COLUMBUS、サイクルストアーオカダ、Sanomagic マホガニーバイク、

SHIZTECH、シルク サイクル、Shin、SOYOTYRE、TATSUMI SHOKAI、TOEI、東京サイクルデザイン専門学校、 

東京サンエス、Dobbat’s、NITTO、BIKE&HIKE、Bakansucycles、PATTO BIKE、Panasonic、BIXXIS、 

BYOB Factory Tokyo、5LINKS、フジチカ、HELAVNA、HONJO、MAKINO、MONTSON、ラクラックーン、RAVANELLO、

LEVEL（五十音順） 

 

[本件に関する報道関係の問い合わせ先]  

万国社 江崎 TEL．090-8860-0507 E-ｍail:esaki911@gmail.com 

■取材申し込みはこちらから 

https://forms.gle/SGjkY4tt4GyxREsRA 

[紙面掲載時の読者の問い合わせ先]  

一般財団法人日本自転車普及協会 自転車文化センター／東京都品川区上大崎 3-3-1 自転車総合ビル 1F 

TEL．03-4334-7953  E-Mail:bccask@jifu.jp 

10:00～16:00 (休館日：月曜日 但し祝日の場合翌平日、年末年始) 

自転車文化センターホームページ：https://cycle-info.bpaj.or.jp/ 
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sotoshiru.com

２回目プレスリリース掲載メディア（一部抜粋）

第２回プレスリリース
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日刊！目のニュース

２回目プレスリリース掲載メディア（一部抜粋）

第２回プレスリリース
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twitnews

２回目プレスリリース掲載メディア（一部抜粋）

第２回プレスリリース
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NEWSRELEA．SE

２回目プレスリリース掲載メディア（一部抜粋）

第２回プレスリリース
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ジャパンハンドメイドバイシクルズWeb記事（広報連携）

ハンドメイドバイシクルのポータルサ
イトである「ジャパンハンドメイドバイ
シクルズ」のHP及び各種SNSでの
広報連携を行った。

Instagram



ジャパンハンドメイドバイシクルズWeb記事（広報連携）
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Facebook Twitter

ホームページ
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「Cycle Sports」
１２月２０日発売号１色１ページ

「Bicycle Club」
１月２０日発売号４色１ページ

雑誌広告原稿製作
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イベント紹介記事（一部抜粋）

イベント終了後波及効果（調査期間2月末日まで）
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チャンブログ

おきゅうとちゃんのSateliteFab CH

Bicycle Club

bistarai
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イベント紹介記事（一部抜粋）
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Whoo

CICLI LA BELLEZZAのブログ

ゆっくりシクロクロス

サイクリング評論家～平本雅典

イベント終了後波及効果（調査期間2月末日まで）

けとっちの自転車生活butoboso
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来場者アンケート実施

アンケート回収数：７４８枚

１月２１日（土）３４５枚（入場1041名）

１月２２日（日）４０３枚（入場1095名）

来場者アンケート
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④科学技術館まではどのようにこられましたか？
【複数回答可】

その他

・ランニング

・歩き

⑤今回の展示には誰ときましたか？
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⑥あなたは普段自転車に乗りますか？

⑥◆「いいえ」の方の理由はなんでしょうか

・電車や車しか使わない

・週末のみ

・今年から乗ろうと考えてる

・駐輪場がない

・自転車を持ってない

・高年齢になったから

◆「はい」と答えた方の目的【複数回答可】

●その他の回答

・自動車に乗るから

・公共交通機関や徒歩で事足りる

・忙しいから

・車が多く危なくて乗る場所がない

・これから乗ろうと思う

・疲れてしまうから

・仕事

・競技 レース

・他に用事がなければ走っている

・サイクリング

・大会

・練習中

・遊ぶため

・旅行

・将来のため
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⑦2023ハンドメイドバイシクル展は何で知りましたか？
【複数回答可】

・学校又はTCD告知で

・毎年来ているので

・ツイッター

・ SNS

・インスタグラム

・出展ビルダーの紹介

・家族から聞いて

・ NITTOのインスタ

・フェイスブックの自転車

コミュニティを見て

その他の内容（抜粋）

⑧ハンドメイドバイシクル展のご来場は何度目ですか？

・数回来ている

・３～4回

・ほぼ毎回

・ 5回くらい

・予定があえば毎回

その他の内容

・出展者から聞いて

・親につれられて

・ Google Aleit

・ケルビムの店頭

・アマンダミニラボ参加店

・サンエスさんのツイート

・出展メーカーのHP

・ Youtube

・お店のSNS
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⑨今回の展示はいかがでしたか？ 「とても良かった」「良かった」方の理由（抜粋）

・ビルダーさんと直接話ができること

・物販があってよかった

・初めて来れたので全て新鮮でした

・ネットで見るよりわかりやすい

・出来上がり前のものを見られた

・アマンダで話を詳しく聞けたから

・気になる品が見れた

・ビルダーさんの生の声が聞けたからよかった

・珍しいものや貴重な話を聞けてよかった

・以前よりは広くスペースをとっていてゆっくり見ることができた

・昨年より出展が増えていた

・独特な自転車が見れた

・最新のクロモリが見られる（傾向がわかる）

・メーカーと部品メーカーが多い

・多様な自転車が見れる 楽しい

・いろんな自転車が見れる、新しい発見があった

・思ったより展示ブースが多かった

・普段見れない工房の出展や自転車があったから

・ビルダーの作ったフレームをたくさん見れたから

・ハンドメイドの傾向を知ることができた

・１つ１つのブースをゆっくり見れました

・カスタムの件や部材の購入の情報がほしかった

「普通」方の理由（抜粋）

・目を引く自転車がなかった

・変化がない、目新しさにかける

・タンデム情報もほしい

・コンパクトだった

・楽しいことがなかった

・試乗スペースが狭い、展示方法が

わからないトークショーが観れない

「あまりよくなかった」方の理由

・出展、展示がすくない

・マンネリ

・ MTBがほぼない

・昔のツーリング車が多く

スポーツ系がなかった
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⑩どの内容が良かったですか？ 【複数回答可】

「その他」の回答

・昔作ってもらったビルダーさんと久々に話をする事ができた

・けいりんごっこ

・ BIKE&HIKE

・全体的によかった

・フジチカさんのパンク修理体験

・チューブレパンクの実演

・ VRケイリン

・販売

・自転車置き場

・全て

・キノピオ

・サンエス

・ Shin・服部製作所

・ BYOB Factory Tokyo

・グランボア・駐輪場

・アマンダ

トークショー名の内訳

「スチール以外の素材によるハンドメイドバイシクル」 ・・・・・７票

■ゲスト：ウラジミールス バラホブスキス氏

「新時代のハンドメイドバイシクル」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２票

■ゲスト：服部晋也氏

「自転車のこと」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４票

■ゲスト：千葉洋三氏

「ハンドメイドバイシクル工房の事業承継」 ・・・・・・・・・・・・・５票

■ゲスト：齋場孝由氏・出口旭氏
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⑪本展示は新型コロナウイルス感染防止対策を講じて開催しましたがいかがでしたか？

「とても安心した」「安心できた」の方の理由

・マスク、検温、アルコール消毒液などあったから

・入口、場内でのスペース確保、丸テーブルのアルコール消毒、ペーパー等

・スタッフの消毒がこまめにやっていてよかった

・皆マスクをしていた

・定期的に消毒をされてたから

・細かくいろいろと対策をしているのが目についたから良かった

・対策がしっかり守られていたから

・受付、ビルダーの方もマスク着用のため

・スペースが広くとられていたので良かった

・会場が広い

・対応が良い

・良くやっている

・コロナなのに開催出来て安心した

・他のイベントより消毒のスタッフが多いと思います

・ブースの間隔が空いていたので密になりにくかった

「普通」の方の理由

・一般的な対策

・だいたいの会場は同じような対策が多い

・マスクをしていない人がいた

「あまり良くない」 「悪い」の方の理由

・マスクをしていない人がいた

・関心がない

・対策不要
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